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都道府県 団体名 条例施行日 概要

埼玉県 さいたま市 平成23年4月1日

障害の有無にかかわらず、何らかの不当な制約を受けることは、日本国憲法で保障されている基本的
人権の侵害であるとし、障害者の権利に関する条約の理念を踏まえた、障害を理由とするいかなる種
類の差別もない社会の実現を目指すことを謳う。

東京都 八王子市 平成24年4月1日

障害のある人もない人も、共に支え合い、安心して暮らせるまちの実現のため、市、市民、事業者等全
ての者が連携し、障害者の生活を困難にしてきたあらゆる社会的障壁を取り除き、障害のある人に対
するいかなる差別もなくす取組を行うことを謳う。

大分県 別府市 平成26年4月1日

障害のある人もない人も、自己選択や自己決定を尊重する真の意味での自立と社会参加の実現を確
立し、全ての人（住む人も訪れる人も含む。）が社会の一員として共生社会を築きあげる役割を担い、幸
せや喜びを享受できる安心して安全に暮らせる市を実現することを謳う。

※　身体障害者福祉モデル都市、住みよい福祉のまちづくりの指定を受けていることも規定
※　東日本大震災に言及し、あらゆる災害を想定した対応や対策を市、市民及び事業者がお互いに連
携・協働して講ずることにより、被害を最小限にとどめることについても規定

東京都 国立市 平成28年4月1日

「しょうがいしゃがあたりまえに暮らすまち宣言」の思いを継続させ、全ての市民が基本的人権を享有す
る個人としてその尊厳が重視され、相互に人格と個性を尊重し合い、誰もがあたりまえに安心して安全
に暮らせるまちを目指すことを謳う。

※　この条例により、障害者の権利を認め差別を無くす方法や、万一障害者の権利が無視されたとき等
には、当事者同士の話合い等によってお互いに理解し合える仕組みを示すことについても規定

兵庫県 明石市 平成28年4月1日

障害者の権利に関する条約の採択、障害者基本法の改正、障害を理由とする差別の解消の推進に関
する法律の制定等を受けて、市民、関係者及び関係機関と障害者との相互の理解と協力により、障害
のある人とない人とが共に支え合って暮らしていくことのできるまちづくりを今まで以上に目指すことを
謳う。

※　手話言語を確立するとともに要約筆記・点字・音訳等障害者のコミュニケーション手段の利用を促
進する条例を制定したことについても規定

千葉県 浦安市 平成28年4月1日

障害のある人もない人も、夢を追いながら、かけがえのない人生を歩むことができるまちであるために、
差別、偏見、虐待等、障害者に理不尽な困難を強いている要因をなくしていかなければならないとし、
福祉サービスの充実と様々な障壁を取り除き、それにより障害者の固有の尊厳を尊重し、多様性に満
ちた共生社会を実現することを謳う。

三重県 名張市 平成28年4月1日 （前文なし）

和歌山県 和歌山市 平成28年4月1日 （前文なし）

島根県 松江市 平成28年10月1日

障害者を取り巻く社会的障壁があることにより、あらゆる場面において安心して暮らすことが困難な状
況及び障害に加えて性別や年齢等による複合的な原因により特に生きづらさや差別感を感じている状
況
を踏まえ、社会的障壁をなくすことが市の目指す「住みやすさ日本一の実現」につながるとし、障害のあ
る人もない人も、住む人も訪れる人も、安心に暮らせる「住みよい共生社会の実現」を目指すことを謳
う。

兵庫県 宝塚市 平成29年1月1日

「シンシアのまち宝塚」を宣言し、身体障害者補助犬支援事業等人にやさしいまちづくりを推進してきた
ことに触れつつ、様々な場面で障害のある人への差別が依然として存在していることを述べ、その差別
解消に取り組むことにより障害のある人もない人も共に住みよいまちを実現することを謳う。

【その他事例】

○宮城県仙台市（仙台市障害を理由とする差別をなくし障害のある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる条例：平成28年4月1日施行)
≪前文概要≫
東日本大震災において、障害への配慮が不十分であった現状を述べた上で、福祉のまちづくりに取り組んだ歴史を継承し、市民、事業者、行政が共
に知恵と力を出し合い、障害を理由とする差別をなくすことを決意し、障害のある人もない人も自分らしく、自立と社会参加を実現できる共生のまちを
目指すことを謳う。

※　健康都市宣言、日本で初めての身体障害者福祉モデル都市指定であることを規定
※　仙台市ひとにやさしいまちづくり条例（＝身体障害者等が円滑な利用を図るための施設等の構造、設備等に関する整備を推進することを規定し
た条例)を制定したことについても規定

【まとめ】
◆引用している法律等の内訳は、次のとおり。
・障害者の権利に関する条約
・障害者基本法
・障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
・条例
　例　明石市：手話言語を確立するとともに要約筆記・点字・音訳等障害者のコミュニケーション手段の利用を促進する条例
　　　 仙台市：仙台市ひとにやさしいまちづくり条例(下記【その他事例】参照）

◆その他、団体により独自に規定している内容は、次のとおり。
・○○宣言
・○○都市の指定
・東日本大震災

※　条文中「障がい」「しょうがい」と規定している団体については、「障害」に修正した上で上記表に記載している。


